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中央機器管理部門 
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フローサイトメトリー（FCM） コアファシリティー 

小型魚類教育研究センター  

微細構造領域 

共同利用研究室 

電子顕微鏡研究室 

疾患モデル動物室 
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KOA Facilityは分散型の共用施設 
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総合医科学研究棟 

総合医科学研究棟 

共同利用研究室 
中央機器管理部門 



形態解析 

透過型電子顕微鏡 
走査型電子顕微鏡 
共焦点レーザー顕微鏡 

「生命の形を見る」ためのさまざまな技術・装置 

小動物用インビボ マイクロCT  小動物用MRI  

組織学的解析 

Keio University 



オミクス解析 

ゲノム・RNA全体、タンパク質の全体 
代謝の全体など。膨大な情報を網羅的に解析 

Genomics 

Proteomics 

Metabolomics 

質量分析 
タンパク質の同定など 

 MALDI-TOF/TOF     

マイクロアレイ 
mRNA発現解析など 

質量顕微鏡 
物質の分布の可視化 

次世代シーケンサー 
大量DNA塩基配列決定 

LC-MS/MS  

matrix-assisted laser desorption ionization in situ freezing (ISF) versus postmortem freezing (PMF) 



疾患モデル 

遺伝子改変マウス 
（トランスジェニックマウス，ノックアウトマウス） 
などの動物モデル 

遺伝子改変マウスの作製／繁殖／ 
受精卵の凍結・融解／クリーニング 

Keio University 



＊形態解析装置群  
 実験動物用3DマイクロX線CTコンピュータ断層撮影装置 （R_mCT; リガク） 解析ソフト(3DBon) 
 磁気共鳴画像装置 （Magnetic Resonance Imaging, MRI）（MRminiSA1545; DSファーマバイオメディカル） 
 透過型電子顕微鏡 (Transmission Electron Microscope, TEM)（H-7650; 日立） 
 走査型電子顕微鏡 (Scanning Electron Microscope, SEM) 
 共焦点レーザー顕微鏡 （TCS SP5; Leica)（LSM 510; Carl Zeiss)（FV10i; OLYMPUS) 解析ソフト(IMARIS) 
 実体蛍光顕微鏡 (M205FA; Leica) 
 自動免疫染色装置 (Ｄiscovery ＸＴ Ｓystem; Ｖentana) 
 ミクロトーム 
 クリオスタット 
 パラフィン包埋装置クリオスタット 
 レーザーマイクロダイセクション装置 (PALM-MB IV; Carl Zeiss) 
 質量分析装置 (Autoflex III; BRUKER) 解析ソフト(FlexImaging) 
 フローサイトメトリー 
    （1） FCMアナライザー（Gallios; Beckman Coulter）(Caliber; Becton Dickinson)(JSAN; Bay bioscience) 
    （2） セルソーター（MoFlo XDP; Beckman Coulter）（Vantage; Becton Dickinson） 
 その他 
    (1) ２光子レーザー顕微鏡（OLYMPUS） 
    (2) 高感度蛍光、化学発光イメージング装置(Typhoon trio+; GE Healthcare) 
    (3) 高精細スキャナー(BIO RAD) 

 
＊オミクス（網羅的生命分子情報）解析装置群  

 核酸解析 キャピラリーシークエンサー （ABI310，ABI3130x ； Life Technologies) 
 RealTimePCR (ABI7500 Fast， ＳtepOnePlus，ABI7700； Life Technologies) 
 マイクロアレイ解析システム （Affymetrix, Agilent, InnoScan710）統合解析ソフト群 （GeneSpringGX, IPA, NextBio) 
 次世代シークエンサー（GAIIx; Illumina) バイオインフォマティクス解析 
 タンパク質アレイシステム質量分析装置 (AutoflexIII; BRUKER)(LCMS-8030; SHIMADZU) 解析ソフト(ClinProTools) 

 
＊疾患モデル  
疾患モデル動物室 （マウス胚操作等） 
小型魚類 

＊ベクタープロセッシングセンター (KVPC) 
＊Cancer Cell Bank  

主な共用対象装置 

Keio University 



1. 産業界の研究者と学内研究者（受け入れ責任者）
とのマッチング 
 

   機密保持、学内諸手続き、 
     必要とされる高度な技術供与 
 
2. 既存の課金制度の活用（受益者負担の実績） 
  
 産業界による利用促進のための料金設定 
 トライアルユースによる新規受け入れ 

本事業の特色 

Keio University 



申請企業 課題名 
慶應内受入れ 

責任者 

使用機器・ 

施設 

トライアル期間（Ｉ期） 

トライアル期間（II期） 

企業A 
発現解析による子宮
体癌の新しいリスク
分類の開発 

産婦人科 

 
マイクロアレイ 

2010年10月～2011年4月 

株式会社リガクＸ線研究所  

要素技術研究部 

X線顕微鏡による3次
元生体組織観察手法
の開発 

共同利用研究室 

 
動物疾患モデル 

2010年10月～2011年4月 

2011年４月～2011年10月 

ラトックシステムエンジニアリ
ング株式会社 

連続組織切片からの
立体像構築プログラ
ムの開発 

共同利用研究室 切片作成 
2011年2月～2011年8月 

2011年12月～2012年6月 

企業Ｄ 

自己免疫疾患におけ
るスプライス･ヴァリ
アントの網羅的解析
とその発現機序解明
に関する研究 

内科学教室 
 

次世代シークエン
サー 

2011年3月～2011年9月 

企業Ｅ 

 

T細胞分化に関連す
る転写因子群の標的
遺伝子に関するゲノ
ム網羅的な解析 

微生物学 

免疫学教室 

次世代シークエン
サー/キャピラリー 

2011年3月～2011年9月 

企業Ｆ 
神経堤幹細胞の発現
プロファイル解析と
分化誘導法の開発 

生理学教室 動物疾患モデル 
2011年3月～2011年10月 

2011年10月～2012年4月 

オリエンタル酵母工業株式会社 
GST-RANKLの性能
評価 

共同利用研究室 

μCT/動物疾患モデ
ル 

 

2011年3月～2011年9月 

企業Ｈ 
食餌がゼブラフィッ
シュのプロテオーム
に与える影響の解析 

共同利用研究室 プロテーム系 
2011年9月～2012年3月 

KOA Facility 産業界利用状況  
トライアル期間はI期間６ケ月とし、最
長II期まで利用可能としています 

 

 

有償化 

有償利用 



2012年5月28日 日経産業新聞 株式会社DNAチップとリウマチ内科竹内教授の共同研究掲載記事     

Keio University 



Keio University 

2011年度会計概要 

間接経費 

40,000,000

円 

33％ 

受託費 

 76,154,000

円 

62％ 

保守管理費 

 4,809,000円 

4％ 

機器更新費 

（リース代含） 

19,558,000円 

16％ 
 

試薬・消耗品

費 

44,912,000円 

37％ 

機器・備品費 

48,313,000円

39％ 

収入 支出 

収入 122,354,000円 支出 122,354,000円 

経常費 6,200,000円 5％ 

修理費  
4,762,000円 
 5％ 

課金制度(受益者負担)の利用状況 （共同利用研究室分のみ） 

この他、共用促進事業で、３名の技術職員を 
それぞれeffort 50%で雇用。 



KOA-F 

学問的成果（論文・学会発表） 

製品開発 

知財の獲得 

新たな産学連携の誘致 
企業からの財源確保への道筋 

医学・生物学的試料の入手 

産業界 医学部教員 

共用取り組みを実施することのメリット 

学内研究者の意識改革 
（共用文化） 

企業研究者の意識改革 
（アカデミア志向） 

学内規定の整備 
共用施設の発信力の向上（HPの整備） 
施設・設備の整備が進展 
人的資源の強化 企業における知の探究 

人材交流・人材育成 



設備、機器、ノウハウ、材料の使い易さの追求（施設としての価値を高める） 
共利研ビジネスモデルの構築 （受託料金＝ユーザーに還元＋現場への投資） 
大学の時限雇用化との戦い 
研究と研究支援の一体化 （世界トップレベルの研究と支援） 

研究開発プラットフォームの構築に向けて 
今後新たに考えていること 

Keio University 

共同研究 

国内 
他施設 

KOA-F 

海外 
施設 

dry 

wet 

関連施設との共用 
ネットワーク構築 

臨床研究 

その企業にないものを提供する 

臨床サンプル 

人材育成（インターンシップ） 
実績あり 

補完 
し合う 

新しい 
ノウハウ 

企業 


